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な
ぜ
自
転
車
な
の
？

ト
レ
ラ
ン
と
自
転
車
は
共
通
点
が
多

い
た
め
に
、
両
方
を
こ
な
す
ア
ス
リ
ー

ト
は
多
い
。
ま
ず
使
う
筋
肉
が
同
じ
で
、

で
ん
き
ん

上
り
に
必
要
な
大
腿
四
頭
筋
と
臂
筋
が

鍛
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
心
肺
も
鍛
え
ら

れ
る
の
で
、
故
障
中
の
ア
ス
リ
ー
ト
が

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
漕
ぐ
こ
と
も
多
い
。

競
技
に
も
共
通
性
あ
り

長
野
県
王
滝
村
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

１
０
０
」
や
「
Ｏ
Ｍ
Ｍ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ラ
ソ
ン
）
」
は
、
ど
ち

ら
も
、
ト
レ
ラ
ン
と
は
別
の
日
に
自
転

車
の
大
会
が
あ
る
。
長
距
離
だ
と
１
度

に
２
０
０
ｍ
以
上
を
走
る
「
ブ
ル
ベ
」

が
流
行
し
て
お
り
、
頂
点
は
１
２
０
０

ｍ
を
走
る
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
ブ
レ
ス

ト
・
パ
リ
。
優
勝
タ
イ
ム
は
蝿
時
間
で
、

日
本
か
ら
も
２
０
０
人
近
い
人
が
遠
征

し
て
い
る
。
最
近
で
は
獲
得
標
高
や
バ

ー
テ
ィ
カ
ル
も
ト
レ
ラ
ン
で
話
題
だ
が
、

自
転
車
で
も
獲
得
標
高
８
８
４
８
ｍ
の

動
体
視
力
の
鍛
錬
に
も
◎

ト
レ
ラ
ン
の
下
り
で
は
適
切
な
体
重

移
動
や
脚
さ
ば
き
が
必
要
だ
が
、
そ
の

前
提
と
し
て
路
面
を
と
ら
え
る
動
体
視

力
が
必
要
だ
。
自
転
車
で
速
い
ペ
ー
ス

に
慣
れ
て
お
く
と
、
障
害
物
の
発
見
が

早
く
な
り
、
着
地
点
の
判
断
も
早
く
な

る。 ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
の

自
転
車
教
室
２
０
２
０
年
版

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
脚
力
強
化
と
気
分
転
換
に
、
複
合
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
！

そ
れ
が
ト
レ
ラ
ン
に
直
結
す
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
歓
迎
だ
し
、
行
動
エ
リ
ア
も

広
が
る
な
ら
文
句
な
し
！
そ
う
い
っ
た
趣
旨
で
、

本
連
載
３
回
目
と
な
る
自
転
車
教
室
の
は
じ
ま
り
、
は
じ
ま
り
～

ま
ず
は
自
転
車
を
入
手

ト
レ
イ
ル
↓
山
↓
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
！
に
な
り
そ
う
だ
が
、
山
ま
で
漕

い
で
い
く
の
も
持
っ
て
い
く
の
も
重
く

て
大
変
。
持
ち
運
び
し
や
す
く
走
り
も

楽
し
め
る
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
が
い
い
。
値

段
も
こ
な
れ
て
き
て
、
競
技
志
向
の
も

の
で
も
、
万
円
強
か
ら
あ
る
。
こ
れ
よ

り
安
く
な
る
と
強
度
が
低
下
し
た
り
、

部
品
の
互
換
性
が
な
か
っ
た
り
す
る
の

で
、
長
い
目
で
見
る
と
高
級
品
の
ほ
う

が
安
く
つ
く
。
ウ
エ
ア
類
、
パ
ッ
ク
、

ハ
イ
ド
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
ハ
ン

ド
ラ
イ
ト
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
は

自
転
車
で
も
そ
の
ま
ま
使
え
る
の
で
、

趣
味
と
し
て
も
楽
し
め
る

自
転
車
は
メ
カ
好
き
の
人
に
と
っ
て

格
好
の
趣
味
。
軽
量
パ
ー
ツ
を
探
し
て

組
み
上
げ
て
上
り
専
用
マ
シ
ン
に
し
た

り
、
体
に
合
わ
せ
て
フ
レ
ー
ム
の
長
さ

や
角
度
を
指
定
し
て
作
っ
た
り
と
、
こ

だ
わ
る
部
分
は
多
い
。
そ
こ
ま
で
し
な

く
て
も
、
気
に
な
る
パ
ー
ツ
を
見
つ
け

て
す
ぐ
反
映
さ
せ
る
と
、
走
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
の
は
間
違
い
な
い
。

「
エ
ペ
レ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
、
３
７
７
６

ｍ
の
「
フ
ジ
ヤ
マ
ク
ラ
イ
ム
」
が
流
行

し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
検
索
す
る

と
、
激
坂
を
見
つ
け
て
は
ア
タ
ッ
ク
す

る
報
告
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。

海
外
通
販
に
挑
戦

組
み
立
て
を
自
分
で
や
る
の
が
好
き

で
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
人
な
ら
ば
海

シ
ュ
ー
ズ
は
ど
う
す
る
？

普
通
の
ペ
ダ
ル
を
使
う
な
ら
ト
レ
ラ

ン
用
シ
ュ
ー
ズ
で
構
わ
な
い
が
、
ス
キ

ー
の
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
足
を
固

定
で
き
る
ペ
ダ
ル
だ
と
、
専
用
の
シ
ュ

ー
ズ
が
必
要
に
な
る
。
危
険
そ
う
に
見

え
る
が
足
を
引
く
力
も
推
進
力
に
使
え

る
た
め
、
競
技
で
は
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ

ダ
ル
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

買
い
替
え
の
必
要
性
を
感
じ
る
ま
で
は

そ
の
ま
ま
使
っ
て
し
ま
お
う
。

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
念
入
り
に

ハ
ン
ド
ル
、
サ
ド
ル
、
ペ
ダ
ル
を
適

切
な
位
置
関
係
に
す
る
こ
と
で
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
劇
的
に
変
わ
る
の
は
ラ

ン
の
フ
ォ
ー
ム
と
同
様
だ
。
ペ
ダ
ル
が

下
に
来
た
と
き
に
軽
く
膝
が
曲
が
る
程

度
、
と
大
雑
把
に
位
置
を
決
め
、
工
具

を
携
え
て
微
調
整
し
な
が
ら
走
っ
て
み
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外
通
販
も
活
用
し
た
い
。
パ

イ
ャ
な
ど
は
内
外
価
格
差
が

り
、
早
け
れ
ば
３
日
、
最
安

と
３
週
間
程
度
で
届
く
。
現

や
パ
ン
フ
が
入
っ
て
い
た
り

封
も
楽
し
い
。

山
好
き
な
人
な
ら
ば
試
し
た
い

人
口
も
コ
ー
ス
も
多
い
。
会

ぱ
、
１
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で

転
車
の
両
方
が
使
え
る
。
ま

で
は
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
も

Ｚ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
に
も
挑
戦

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
分
野
で
も

き
た
Ｚ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
は
、
自
転

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
使
お
う

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は
盗
難
の
恐
れ
が
な

く
、
劣
化
も
少
な
い
室
内
保
管
が
一
般

的
。
き
れ
い
に
磨

タ
ン
ド
で
う
ま
く
配
置
す
れ
ば
、
ラ
イ

フ
ス
タ
ィ
ル
を
演
出
す
る
イ
ン
テ
リ
ア

に
な
る
。
ト
レ
ラ
ン
の
ゼ
ッ
ケ
ン
や
山

の
道
具
な
ど
と
一
緒
に
置
い
て
、
趣
味

に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
の
で
、

の
一
角
を
つ
ノ
、
っ
て
み
よ
う
。

腿
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一」一
い
て
ポ
ー
ル
型
の
ス

= H

，

-
シ
や
タ

相
当
に
あ

の
船
便
だ

地
の
新
聞

し
て
、
開

台
頭
し
て

車
版
が
先

で
、
競
技

貝
に
な
れ

ラ
ン
レ
惠
日

た
自
転
車

設
定
さ
れ
、

ナンバーカードなどとと
もにポール型スタンドを
使って室内に収納すれば
立派なインテリアに
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’ ’今月のサイクリングルートのご案内 奥多摩周遊道路
ハセツネの第２関門､月夜見第２駐車場を日中に通過しよう

ハセツネでは、コースの難所である三頭山を
下りてくると舗装路に入り、月夜見山を過ぎた
駐車場で給水できるが、この一帯が奥多摩周遊
道路。もとは有料道路だっただけに路面はパー
フェクトで走りやすく、自転車も車もバイクも
走りを楽しみにやって来る。
スタートは下りきって終了できる青梅駅がお

勧め。ルートは風張峠をピークになだらかな北
側と急勾配の南側に分けられるが､お勧めは南
側から上る時計回ﾚﾉだ。これだとハセツネで走
るコースを同じ方向をたどれるし､奥多摩駅か
らずっと電車と並行して走るので安心感もある。
ほぼ中間点の都民の森には駐輪場があり、飲料

買えるし､空気入れもある。
風張峠近くにはハセツネでは唯一の給水ポイ

ントとなる月夜見第２駐車場があるので､ダウ
ンヒルを楽しむ前に一旦自転車を降りて､大会
の思い出にふけるのも一興だ。下りは緩いカー
ブが連続するためにコーナリングが楽しめる。
奥多摩湖に下りてきて三頭橋まで来たら、本格
的な下りは終了する。奥多摩駅からは､緩い下
りをしばしば電車と並行して走ることになる。
右手に川を見ながら走ることになるが､古里駅
からは対岸に旧道となる県道が走っているので、
静かなところが好きならこちらを選ぼう。
のんびり県道､苦しい上り、爽快な下りの．

貝奥
奥多摩湖

秋ｊ|ア１８０ｍ
～ ●
武蔵五目市駅

ＡＣＣＥＳＳ
東京駅を発蓋点として
時間;電車で片道約１時間半
予算?往復約2000円
風呂:奥多摩駅近くにもえぎの湯、
青梅駅の隣駅に河辺温泉など品やだんごなどの販売があるほか、チューブを-ナリング、と１度に３種の走りを楽しもう。

ＭＥＭＯ川井駅近くには、青梅マラソン折り返し地点の標識がある。
、
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⑥ ⑬ 普及品と高級品とでは価格が１ケタ以上違うこともあるが、これは素材、仕上げ、重さ、
強度などが違っているため。例えば安いブレーキ本体はたわみやすく、ブレーキシューも
効きが悪い。高価なものは剛性が高く、雨でもよく止まるのに非常に軽い。タイムを上げ
るために次々と高級な部品に交換していくのは、自転車界ではよくある傾向だ。もっとも
普及品仕様の安価な自転車で優勝する人もいるくらいだから、最後は脚の勝負になるのは
トレイルランと同じだ。

今今月のプチ疑問！

自転車部品の値段は、
何の違い？

' ’今月のお気に入り
電
車
で
さ
ら
に
遠
く
へ
！

走
り
た
い
エ
リ
ア
ま
で
、
自
転
車
を

持
っ
て
移
動
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

の
は
、
合
理
的
だ
し
安
全
だ
。
折
り
畳

め
な
い
自
転
車
で
も
車
輪
を
外
し
て
袋

モンベルコンバクトリンコウバッグ
遠出の際にも、
突然の帰宅にも

自転車と一緒に電車で移動する場合、自転車は袋に
入れなくてはならない。サドルやハンドルなど自転車
の一部が露出したまま持ち込むのは禁止されているの
で､専用のバッグ(輪行袋)を用意することになる。各
社、さまざまな素材と収納方法の製品が発売されてい
るが､コンパクトで軽いものを紹介したい。
モンベルのコンパクトリンコウバッグは、ウインド

ブレーカーのような薄い素材を筒状にしたもの。自転
車にかぶせて底をコードで締めるだけで、自転車入り
バッグが出来上がる。前後輪を外す必要はあるが､車
輪は中心にあるレバーを引くだけで外れるので工具は
不要。収納方法は､バッグの裏に印刷されている。
付属品としてストラップが付いているがマジックテ

ープのほうが扱いやすいので､別に調達しておくとさ
らに簡単に作業できる。体力が限界､寒さの限界、メ
カトラブル､帰りたい！といったときに電車でも帰
れるのは安心だ。駅で分解･組み立てをしていると視
線が集中するので､華麗に作業できるよう練習してお
こう。

〆

Ｎ

吉 本 亮
よしもと．まこと
1982年に神鍋カップサ
ンッァーロード優勝を
皮切りに各地の大会で
優勝の経験をもつ､今
野製作所の元フレーム
ビルダー。当時の部品
をオークションで売り始
めたら、思ったより高値
がついてびっくりしてい
ます。

に
入
れ
る
と
電
車
に
持
ち
込
め
る
し
、

分
解
・
組
み
立
て
も
慣
れ
る
と
５
分
で

完
了
す
る
。

電
車
十
自
転
車
で
新
た
な
エ
リ
ア
を

開
拓
し
よ
う
。

色はグレー
価格￥４，８５０＋税
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